
DSP AVアンプ

DSP-AX1　アップグレード版
取扱説明書

このたびはヤマハDSP AVアンプDSP AX1アップグレードサービスをお申し込みいただき誠にありがとうございます。
本取扱説明書では従来の機能から変更された主な機能を中心に記載しています。
なお、アップグレードに伴い、本書記載以外の仕様が整理または変更されている場合があります。
予めご了承ください。

特長

アップグレード版では従来の機能に加え、下記の機能が新しく追
加されました。

最新の音響技術に対応した各種デコーダーを追加
･ AACデコーダー
･ DTS-ESディスクリートデコーダー
･ DTS Neo:6デコーダー
･ DTS 96/24 デコーダー
･ Dolby Digital EXデコーダー
･ Dolby Pro Logic II デコーダー

新規音場プログラムを追加

デジタル入出力端子アサイン機能を追加
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ドルビーラボラトリーズからの実施権により製造されています。
「ドルビー」、「Pro Logic」およびダブルD記号qはドルビーラボラトリーズ
の商標です。

DTS、DTS-ES ExtendedサラウンドおよびNeo:6はデジタルシアターシ
ステムズの登録商標です。

AACロゴマーク はドルビーラボラトリーズの商標です。
以下はパテントナンバーです。
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セットメニュー変更箇所

アップグレードに伴い、セットメニューの項目が変更されました。
新たに追加された項目、および主な変更点は下記のとおりです
（　　　：箇所）。その他の項目も細かな点（番号・名称・ディスプレイ
表示等）が変更されている場合があります。

セットメニュー項目一覧
1 SPEAKER SET

2 LOW FREQ. TEST

3 HP TONE CTRL

4 CENTER GEQ

5 REAR CT GEQ

6 CINEMA EQ

7 INPUT RENAME

8 I/O ASSIGNMENT

9 INPUT MODE

10 PARAMETER INI

11 LFE LEVEL

12 DYNAMIC RANGE

13 SP DELAY

14 AUDIO DELAY

15 DISPLAY SET

16 MEMORY GUARD

17 ZONE2 SET

18 6CH INPUT SET

19 DUAL MONO

アイ・オー アサインメント

8. I/O ASSIGNMENT（端子の割り当て変更）
使用する機器と、本機のCOMPONENT VIDEO入力端子やデジタ
ル入出力端子の機器名が異なる場合に、使用する機器に合わせて
端子を割り当てます。使用する機器によりデジタル入力端子が足
りなくなった場合などに、端子の割り当てを変更する（例えば、LD-
RF(AC-3)端子をデジタル同軸入力端子へ変更する等）ことで、よ
り多くの機器を使用することができます。変更後は、割り当てた機
器を入力選択キーで選択できます。

ご注意

・ 8A～8Dの＜＞内の数字およびアルファベットはリアパネルに記載して
ある端子の位置を示しています。

・ それぞれの項目（8A～8D）の中で、同一の端子名を指定することはでき
ません。

8A ＜1＞～＜4＞ COAXIAL INPUT端子
初期設定: ＜1＞LD-RF

＜2＞CD、＜3＞DVD、＜4＞CBL/SAT
選択項目: LD-RF（＜1＞のみ選択可）、V-AUX、VCR3、

VCR2、VCR1、CBL/SAT、D-TV、LD、DVD、
MD、TAPE、TUNER、CD、PHONO

[オンスクリーン表示]

リアパネル変更箇所

アップグレードに伴い、リアパネルの一部が変更になりました。

デジタル入出力端子
･ 光デジタル入力（１系統：VCR1）を削除し、か
わりに光デジタル出力（１系統：TAPE）を追加
･ デジタル入出力端子アサイン機能用のナンバー
（1～w）を追加

業務用コントロール拡張端子
トリガーアウト（他機器への供給電源）電圧を+5V
から+12Vへ変更
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[ディスプレイ表示]

8B ＜5＞＜6＞ OPTICAL OUT端子
初期設定: ＜5＞TAPE、＜6＞MD
選択項目: MD、TAPE、TUNER、CD、PHONO、

V-AUX、VCR3、VCR2、VCR1、
CBL/SAT、D-TV、LD、DVD

[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

8C ＜7＞～＜12＞ OPTICAL INPUT端子
初期設定: ＜7＞CD、＜8＞MD、＜9＞DVD、＜10＞LD、

＜11＞D-TV、＜12＞CBL/SAT

設定項目: CD、PHONO、V-AUX、VCR3、VCR2、VCR1、
CBL/SAT、D-TV、LD、DVD、MD、TAPE、TUNER

[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

8D ［A］～［C］ COMPONENT VIDEO端子
初期設定:［A］DVD、［B］D-TV、［C］CBL/SAT
選択項目: DVD、V-AUX、VCR3、VCR2、VCR1、

CBL/SAT、D-TV、LD
[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

≥ <5>………… TAPE
  <6>………… MD

  

    8B OPTICAL OUT

8B OPTICAL OUT
<5>………… TAPE

8A COAXIAL IN
<1>………… LD RF

8C OPTICAL IN
<7>………… CD

≥ [A]………… DVD
  [B]………… D-TV
  [C]………… CBL/SAT  

    8D CMPNT-V INPUT

8D CMPNT-V INPT
[A]………… DVD

≥ <7>………… CD
  <8>………… MD
  <9>………… DVD
<10>……… LD
<11>……… D-TV
<12>……… CBL/SAT

    8C OPTICAL IN

インプット モード

9. INPUT MODE（入力モードの初期設定）
デジタルとアナログの両方式の再生機器を接続している場合など
に、電源を入れたときの入力モードを設定します。

初期設定: AUTO
選択項目: AUTO、LAST
[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

ご注意

「LAST」を選択しても、6.1/ESキーの設定は記憶されません。

エルエフイー レベル

11. LFE LEVEL（LFE信号のレベル調節）
別々に分かれていたLFEの設定を共通化し、ドルビーデジタルや
DTSに加え、AACでのLFE信号の再生レベルの調節ができます。

可変範囲: －20～0dB
初期設定: 0dB （スピーカー、ヘッドホンとも）
[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

1. △ ま た は ▽ キ ー を 押 し て 、「 S P E A K E R 」ま た は
「HEADPHONE」を選択する

2. ＋または－キーを押して、レベルを調節する
＋キーを押すとレベルが増加し、－キーを押すとレベルが減少
します。

yヒント

使用するスーパーウーファーやヘッドホンの能力に応じて、レベル調節を
行ってください。

9 INPUT MODE
“AUTO LAST

“AUTO LAST
 

-/+ : Select
/ : Exit

    9 INPUT MODE

≤

≤

≥ SPEAKER……………0dB
  HEADPHONE………0dB

  

    11 LFE LEVEL

11 LFE LEVEL
SPEAKER……………0dB
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単位feetで設定する
初期設定: 10ft （メインL/R、センター、リアL/R）、

7ft （リアセンター）
可変範囲: 0.5～100ft （メインL/R、センター、リアL/R、

リアセンター）
[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

オーディオ ディレイ

14. AUDIO DELAY（音声のディレイタイムの設定）
可変範囲が下記のように変更されました。
可変範囲: 0～160ms

メモ

･ ドルビ－デジタル、DTS、AACおよびサンプリング周波数96kHz以下の
PCM信号再生時に有効になります。設定値はこれらのフォーマット共用
で、すべてのチャンネルに適用されます。

ディスプレイ セット

15. DISPLAY SET（ディスプレイの設定）

OSD SHIFT （オンスクリーン表示位置）
オンスクリーン表示位置を上下に調節します。
初期設定: 0

可変範囲: －5（上方）～＋5（下方）

＋キーを押すと表示位置が下方向に移動します。－キーを押す
と表示位置が上方向に移動します。
[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

スピーカー ディレイ

13. SP DELAY （センターおよびリアセンタースピー
カーのディレイタイムの設定）
ドルビーデジタル、DTSおよびAAC再生時など、センタースピー
カーから音声を出力する場合に有効になります。
単位msでの設定に加え、新たに単位metersおよび単位feetでの
設定を選択できます。

初期設定: msec
選択項目: msec、meters、feet

メモ

･ 選択した単位によって、ディレイタイムの設定内容（初期設定、可変範囲
など）が変わります。

･ 単位metersまたはfeetを選択した場合は、リスニングポジションから各
スピーカーまでの距離を入力します。

･ 単位metersまたはfeetを選択した場合は、メインL/Rとセンター、また
はリアL/Rとリアセンターに等距離を入力するとディレイタイムは設定
されません。

単位msで設定する
目安として1ms増すとリスニングポジションから約30cm（1
フィ－ト）遠ざかったことになります。

初期設定: 0ms (センター)、3ms （リアセンター）
可変範囲: 0～5ms （センター）、0～30ms （リアセンター）
[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

単位metersで設定する
初期設定: 3.04m （メインL/R、センター、リアL/R）、2.13m

（リアセンター）
可変範囲: 0.15～30.48m （メインL/R、センター、リアL/R、

リアセンター）
[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

13 SP DELAY
UNIT…………………msec

≥ UNIT…………………msec
  CENTER………………0ms

REAR CT………3.0ms

  

    13 SP DELAY

≥ UNIT……………meters
  MAIN L/R……3.04m

CENTER…………3.04m
REAR L/R……3.04m
REAR CT………2.13m

    13 SP DELAY

≥ UNIT…………………feet
  MAIN L/R…10.0ft

CENTER………10.0ft
REAR L/R…10.0ft
REAR CT………7.0ft

    13 SP DELAY

13 SP DELAY
UNIT……………meters

13 SP DELAY
UNIT…………………feet

15 DISPLAY SET
OSD SHIFT……………0

 DIMMER………………………0
≥ OSD SHIFT………………0

    15 DISPLAY SET
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チャンネル インプット セット

18. 6CH INPUT SET（外部入力端子から入力した信
号の振り分け）
6CH INPUT端子に接続されたソースの入力信号のうち、センター
成分とスーパーウーファー成分の振り分け先を設定します。

18A CENTER to （センター成分の振り分け）
CENTER IN端子に入力された信号の振り分け先を設定します。

初期設定: CENTER
選択項目: CENTER、MAIN
–CENTER:入力された信号は、センタースピーカーに出力されま

す。

–MAIN: 入力された信号は、メインスピーカーL/Rに同じレベ
ルで振り分けられて出力されます。

[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

18B SWFR to （スーパーウーファー成分の振り分け）
SUBWOOFER端子に入力された信号の振り分け先を設定しま
す。
初期設定: SWFR

選択項目: SWFR、MAIN
–SWFR: 入力された信号はスーパーウーファーに出力されます。

–MAIN: 入力された信号は、メインスピーカーL/Rに同じレベ
ルで振り分けられて出力されます。

[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

デュアル モノ

19. DUAL MONO （二重音声出力の設定）
BSデジタル放送などで使われる、モノラル二重音声出力時の主音
声と副音声の出力モードを設定できます。

初期設定: MAIN
選択項目: MAIN、SUB、ALL
–MAIN: 主音声のみをメインスピーカーL/Rから出力します。

–SUB: 副音声のみをメインスピーカーL/Rから出力します。

–ALL: 主音声と副音声をメインスピーカーL/Rからそれぞれ
同時に出力します。PCM信号が入力されている場合の
L/Rチャンネルへの音声の振り分けは、BSデジタル
チューナー側の設定によって異なります。詳しくはBS
デジタルチューナーの取扱説明書を参照してください。

[オンスクリーン表示]

[ディスプレイ表示]

ご注意

・ モノラルでない二重音声の出力は、本機で設定できません。BSデジタル
チューナー側で設定してください。

・ この設定はAAC、ドルビーデジタル、DTS信号の二重音声（デュアルモ
ノ）信号およびAACの多重音声（マルチモノ）信号の受信時のみ、有効にな
ります。ただし、AAC信号音声の第3、第4チャンネルを選択することは
できません。BSデジタルチューナー側で設定してください。

・ 地上波放送などのアナログやPCM信号での二重音声は、チューナーやビ
デオデッキ側で音声の主/副を選択してください。

18A CENTER to
“CENTER MAIN

“CENTER  MAIN

    18A  CENTER to

“SWFR  MAIN

    18B  SWFR to

18B SWFR to
“SWFR MAIN

19 DUAL MONO
“MAIN SUB ALL

“MAIN SUB ALL
 

-/+ : Select
/ : Exit

    19 DUAL MONO
≤

≤
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音場プログラム変更箇所

アップグレードに伴い、下記の音場プログラムが変更されました。

Hi-Fi DSPプログラム
エンターテイメント

6 ENTERTAINMENT
チャンネル ステレオ

8ch Stereo

後方からも直接音が聴け、広いエリアで楽しめる効果が特徴の
ホームパーティーを演出する音場プログラムです。セットメ
ニューの設定により、最大8つのスピーカーから音が出力されま
す。

CINEMA DSPプログラム
エンターテイメント

6 ENTERTAINMENT
ゲーム

Game

モノラル、ステレオを問わず、ゲームサウンドにビビッドな奥行
きとサラウンド感を与え、迫力と臨場感のあるゲームが楽しめ
ます。

ドルビー サラウンド

12 q/DTS/AAC SURROUND
ノーマル マトリクス ディスクリ－ト

Normal, EX, DTS-ES, ES Matrix 6.1, ES Discrete 6.1,
Dolby EX
AAC、DTS、ドルビーデジタルまたはドルビープロロジックで
処理されたムービーサウンドをストレートに再生します。ス
ムーズで正確な音源の移動感や定位が得られます。

エンハンスト エンハンスト エンハンスト

Enhanced, Enhanced EX, Enhanced ES
ドルビーサラウンド、DTSサラウンドまたはAACサラウンドの
オリジナル定位を乱すことなく、正確なデコード動作とDSP処
理を行います。映画館さながらの豊かなサラウンド音場が、リス
ナーを包み込みます。

ご注意

･ 入力する音声信号の種類によって、プログラム名が変わります。詳しくは
「音場プログラム名」をご覧ください。
･ 2チャンネル音声用として、Dolby Pro Logic、Dolby Pro Logic IIお
よびDTS Neo:6の各音場プログラムが用意されています。詳しくは
「Dolby Pro Logic II/DTS Neo:6による再生」をご覧ください。
･ q/DTS/AAC SURROUNDのサブプログラム「Normal」を選んでいる場
合は、DSP表示は点灯しません。

･ モノラルソースをシネマDSPプログラム6（Game）～10で再生した場
合、ソースの音声はセンタースピーカーから出力されます。メインスピー
カーとリアスピーカーからは、シネマDSPの効果音（反射音）のみ出力さ
れます。

yヒント

･ 入力モードがAUTOに設定されている場合は、ドルビーデジタル信号
DTSまたはAAC信号が入力されると、音場プログラムは自動的にドル
ビーデジタル、DTSまたはAAC再生用音場に切り替わります。

･ ドルビーデジタル、DTSまたはAACの5.1チャンネルソースを再生中は、
リモコンの6.1/ESキーでドルビーデジタルEXまたはDTS ESデコー
ダーを切り替えできます。

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT

ENTER-
TAINMENT

CONCERT
VIDEO 2

CONCERT
VIDEO 1

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

CHP/INDEX

– – –

V/DTS
SUR.

+100

12

本機に2チャンネル音声を入力してから、 
V/DTS
SUR.

+100

12  キーを押して、デ
コーダーおよびサブプログラムを選ぶ。
V/DTS
SUR.

+100

12  キーを押すごとに、PRO LOGIC Normal→PRO LOGIC
Enhanced→PRO LOGIC II Movie→PRO LOGIC II Music→
Neo:6 Cinema→Neo:6 Music→...の順に切り替わります。

ご注意

･ 2チャンネル信号以外の信号は、Dolby Pro Logic IIおよびDTS Neo:6
デコーダーでは再生できません。

･ AACの2チャンネルステレオ信号は、DTS Neo:6デコーダーでは再生で
きません。

･ 本体のPROGRAMl/hキーを押して、これらのプログラムを選択する
こともできます。

バーチャルシネマDSP使用時のご注意

新たな音声フォーマットに対応したことにより、バーチャルシネ
マDSP使用時の条件が下記のように変更されました。
･ 8ch StereoやPro Logic Normal、DOLBY DIGITAL
Normal、DTS Normal、AAC Normal、Pro Logic II、
Neo:6の各音場プログラムを選んでいる場合にはバーチャルシ
ネマDSPにはなりません。

ドルビ－ プロ ロジック ツー ネオ シックス

Dolby Pro Logic II/DTS Neo:6による再生

本機は2チャンネル音声をマルチチャンネル化して楽しむ、Dolby
Pro Logic IIデコーダーとDTS Neo:6デコーダーを搭載しています。
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* Dolby Pro Logic IIデコ－ダ－動作時には、PRO LOGIC II MovieまたはPRO LOGIC II Musicに変わります。

音場プログラム10～12選択時にドルビ－デジタル信号を入力すると音場プログラムは下記のように変わります。

音場プログラム12 のタイプ「Normal、EX、DTS-ES、ES Matrix6.1、ES Discrete 6.1、Dolby EX」選択時にdts（2chを除く）信
号を入力すると音場プログラムは下記のように変わります。

AAC (2ch)

70mm Spectacle

70mm Sci-Fi

70mm Adventure

70mm General

PRO LOGIC Normal*

PRO LOGIC Enhanced*

2チャンネル音声（モノラル）

12 PRO LOGIC II

12 DTS Neo:6

音場プログラム名

新たな音声フォーマットに対応したことにより、下記の音場プログラムが追加されました。

音場プログラム表示
音場プログラム10～12選択時にAAC信号を入力すると音場プログラムは下記のように変わります。

2チャンネル音声（ステレオ）

RL

FR

RR

FL
L C R

RC

yヒント

入力信号の種類によって、スピーカーから出力される音声は下記のように変わります。

RL

FR

RR

FL
L C R

RC

RL

FR

RR

FL
L C R

RC

RL

FR

RR

FL
L C R

RC

各スピーカーのイラストは、音が出ているか
いないかを示します。

音が出ているスピーカー

音が出ていないスピーカー

･ L：メインLスピーカー
･ C：センタースピーカー
･ R：メインRスピーカー
･ RL：リアLスピーカー
･ RC：リアセンタースピーカー
･ RR：リアRスピーカー
･ FL：フロントエフェクトLスピーカー
･ FR：フロントエフェクトRスピーカー

タイプ

Spectacle

Sci-Fi

Adventure

General

Normal, EX, DTS-ES,
ES Matrix6.1,
ES Discrete 6.1,
Dolby EX

Enhanced, Enhanced
EX, Enhanced ES

No.

10

11

12

プログラム名

MOVIE THEATER1

MOVIE THEATER2

q/DTS/AAC SURROUND

AAC(2chを除く)

AAC Spectacle

AAC Sci-Fi

AAC Adventure

AAC General

AAC DIGITAL SUR Normal

AAC DIGITAL SUR Enhanced

AAC(2chを除く)
Dolby Digital EXデコーダー動作時

Spectacle EX

Sci-Fi EX

Adventure EX

General EX

AAC DIGITAL SUR Dolby EX

AAC DIGITAL SUR Enhanced EX

dts 96/24
DTS 96/24デコーダー動作時

DTS DIGITAL SUR DTS-ES

dts(2chを除く)
DTS-ESマトリクスデコーダー動作時

DTS DIGITAL SUR ES Matrix 6.1

dts(2chを除く)

DTS DIGITAL SUR Normal

dts(2chを除く)
DTS-ES ディスクリートデコーダー動作時

DTS DIGITAL SUR ES Discrete 6.1

RL

FR

RR

FL
L C R

RC

Movie Music

RL

FR

RR

FL
L C R

RC

Cinema Music

Movie/Music

Cinema/Music

ドルビーデジタル(2chを除く)
Dolby Digital EXデコーダー動作時

Spectacle EX

Sci-Fi EX

Adventure EX

General EX

DOLBY DIGITAL EX

DOLBY DIGITAL Enhanced EX

タイプ

Spectacle

Sci-Fi

Adventure

General

Normal, EX, DTS-ES, ES Matrix6.1, ES Discrete 6.1, Dolby EX

Enhanced, Enhanced EX, Enhanced ES

No.

10

11

12

プログラム名

MOVIE THEATER1

MOVIE THEATER2

q/DTS/AAC SURROUND
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ステレオ再生時の表示

EFFECTキーを押すと、通常のステレオ再生に切り替わります。
ディスプレイには「STEREO」と表示されます。
ドルビーデジタルやDTS、AAC、PCM音声再生時に「STEREO」に
すると、ディスプレイには下記のように表示されます。

ドルビーデジタル再生時：
「Dolby D」＋チャンネル数（フロント/リア/LFEの有無）

DTS再生時：
「DTS」＋チャンネル数（フロント/リア/LFEの有無）

AAC再生時：
「AAC」＋チャンネル数（フロント/リア/LFEの有無）

PCM再生時：
「PCM」＋サンプリング周波数

アナログ音声再生時：

メモ

･ 二重/多重音声入力時のチャンネル数はそれぞれ「1＋1」（主＋副の二重音
声）、「MLT」（3音声以上の多重音声）と表示されます。

入力信号情報の表示

ステレオ再生時にPARAMETER/SET MENUスイッチを
「PARAMETER」に合わせてからkキーまたはnキーを押すと、再
生中の信号の情報を表示させることができます。

nキーを押すごとに、下記の3つの情報が切り替わり表示されます。

fs:
入力信号のサンプリング周波数（デジタル信号入力時のみ）。不明な
場合は「unknown」と表示されます。

STEREO
Dolby D 2/0/---

LFE無の場合�

STEREO
DTS 3/2/LFE

STEREO
AAC 2/0/---

STEREO
PCM 48kHz

STEREO
Analog

PARAMETER

SET MENU

LEVELON SCREEN

TESTSLEEP

PARAMETER/SET
MENU スイッチ

n キー

k キー

STEREO
fs:48kHz

rate:
入力信号のビットレート（ドルビーデジタル/DTSのみ）。不明な場
合は「unknown」と表示されます。

flg:
入力信号に含まれている、信号処理に使用されるフラグ（ドルビー
デジタル/DTSのみ）。認識できない場合は「None」と表示されま
す。

ドルビーデジタルEX音声およびDTS-ES音声
の再生

ドルビーデジタルEX方式やDTS-ES方式（ディスクリート6.1、マ
トリクス6.1）のソフトを6.1チャンネル再生するときは、6.1/ES
キーを押します。
キーを押すごとに、AUTO（自動判別）→Discrete 6.1（ディスク
リート音声）→Matrix 6.1（マトリクス音声）→OFF→AUTO→...の
順にディスプレイ表示が変わります。

AUTO［初期設定］：
本機が認識できる信号で記録されたソースが入力されると、ディ
スクリート音声とマトリクス音声にそれぞれ自動的に切り替わり
ます。

Discrete 6.1：
ディスクリート方式の音声の場合、ディスクリート6.1方式で再生
し、DTS-ES(ディスクリート6.1）音声以外のリアエフェクトL/R
成分のある入力ソースに切り替わると、マトリクス6.1方式で再生
します。入力ソースがDTS-ES(ディスクリート6.1）音声に戻る
と、ディスクリート6.1方式で再生します。

Matrix 6.1：
ドルビーデジタルEXやDTS-ES(マトリクス6.1）などの5.1チャン
ネルのソフトをDolby Digital EXデコーダーやDTS-ESマトリク
スデコーダーなどのマトリクスデコーダーを通して6.1チャンネル
で再生します。リアL、R成分のあるソースであれば、ドルビ－デ
ジタル、DTSおよびAACのいずれの信号でもマトリクス6.1方式
で再生できます。

OFF：
ディスクリ－ト6.1/マトリクス6.1再生をオフにします。
リアセンタースピーカーから音声は出力されません。

ご注意

･ Dolby Digital Surround EXもしくはDTS ESディスクには、本機が自
動的に認識できる信号（フラグ）が記録されていないものがあります。こ
のようなディスクを6.1チャンネルで再生するには「Matrix 6.1」を選択
してください。

･ 下記の場合は、6.1/ESキーを押しても6.1チャンネル再生はできませ
ん。
–「1C REAR L/R SP」をNONEに設定している(ヘッドホン接続時を除
く）。

– 音場効果が「切」（ステレオ再生）になっている。
– 6CH INPUT端子に入力されている音声を再生している。
– ドルビーデジタルKARAOKEソースを再生している。

･ 本機をスタンバイ状態にしてからもう1度電源を入れると、6.1/ESの設
定は初期設定に戻ります。

STEREO
rate:1920kbps

STEREO
flg:ES Mtrx 6.1
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入力モード切替え

AAC信号に対応したことにより、入力モードは下記のように変更
されました。

AUTO：
次の順序で入力信号が選ばれます。
1)デジタル信号(COAXIAL[同軸])
2)デジタル信号(OPTICAL[光])
3)アナログ信号

DTS：
DTS信号以外は再生されません。

AAC：
AAC信号以外は再生されません。

ANALOG：
アナログ入力に固定されます。デジタル信号が同時に入力されて
も再生されません。

同軸入力端子1をLD-RFにアサインしている場合は下記のモード
が加わります。

D.D.RF：
ドルビーデジタルRF入力に固定されます（LD入力時のみ）。

DGTL：
デジタル入力に固定されます（LD入力時のみ）。

yヒント

･ 入力モードがAUTOに設定されているときに、ドルビーデジタルまたは
DTS、AAC信号が入力されると、自動的に最適なデコーダーが選択され
ます。

･ セットメニューの「9 INPUT MODE」で、本機の電源を入れたときに、前
回指定した入力モードをそのまま使うか、AUTOに戻すかを指定するこ
ともできます。

ご注意

入力モードがAUTOに設定されているときに、次のような症状が起こるこ
とがありますが、故障ではありません。
･ ドルビーデジタルまたはDTSディスクを再生中にサーチ（検索）してから
再生をはじめると、一部のLDおよびDVDプレーヤーで、再生音が少し遅
れて再生されることがあります。

･ デジタル録音されていないLDを再生する場合に、一部のLDプレーヤー
で音声が正常に再生できないことがあります。この場合は入力モードを
ANALOGに設定して、お使いください。

48kHzを超えるデジタル信号についてのご注意

本機の同軸デジタル入力端子は、サンプリング周波数192kHzま
でのデジタル信号に対応しています。これを利用するには、そのサ
ンプリング周波数のデジタル信号で作られたソースとこれに対応
したプレーヤーが必要です。詳しくはプレーヤーの取扱説明書を
ご覧ください。
48kHzを超えるデジタル信号を入力する場合は、下記の点にご注
意ください。

入力信号が96kHzを超える場合：
･ 音場プログラムが選択できなくなります。音声はメインスピー
カーからのみ通常の2チャンネルステレオサウンドとして出力さ
れます。
･ セットメニュー「1. SPEAKER SET」の設定は適用されません。

入力信号が96kHz以下の場合：
音場プログラムの選択およびスピーカーの設定、音声出力レベル
調整とも可能です。ただし、音場効果を加える場合はソースを
48kHz以下に変換した後、音場処理して出力されます。

入力信号がdts 96/24の場合：
･ dts 96/24信号を正常にデコードするには、CINEMA DSP音
場プログラム「q/DTS/AAC SURROUND」のタイプ「Normal」
を選択してください。

･ dts 96/24信号入力時に、6.1/ESキーを押すとマトリクス6.1
方式で再生します。

･ 上記以外の場合は、dts 96/24デコーダーは作動しません。入
力信号のサンプリング周波数に対応して、音場付加やダウン
ミックス等の各処理を行います。

ご注意

･ 96kHzを超えるデジタル信号を入力する場合は同軸入力(COAXIAL IN)
端子から入力してください。光入力(OPTICAL IN)端子から入力すると正
常に再生できないことがあります。
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エフェクトスピーカーの音量調節

ソースの再生音を聴きながら、エフェクトスピーカー（センター、
リアL/R、リアセンター、フロントエフェクト、スーパーウー
ファー）の音量を調節できます。

1. PARAMETER/SET MENUスイッチを「PARAMETER」に合
わせる

2. LEVELキーを押して、調節するスピーカーを選択する
LEVELキーを押すごとに、下記の順序で調節するスピーカー
が切り替わります。

メモ

･ LEVELキーでレベル表示にすると、kまたはnキーでもスピーカーを選択
することができます。

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

– +2
1

3

SET MENU

PARAMETER

LEVEL

3. ＋または－キーを押して、スピーカーの音量を調節する
センター、リアL/R、リアセンター、フロントエフェクトスピー
カーの調節範囲は、－10～＋10dBです。スーパーウーファー
の調節範囲は、－20～0dBです。

ご注意

･ LEVELキーでスピーカーレベルを調節すると、「TEST DOLBY SUR.」
や「TEST DSP」で調節したスピーカーレベルも変更されます。

･ PARAMETER/SET MENUスイッチを「SET MENU」に合わせると、レ
ベルの調節はできませんが、LEVELキーを押すごとに各スピーカーのレ
ベルが表示されるのでスピーカーレベルの確認ができます。

･ セットメニュー「1A CENTER SP」、「1C REAR L/R SP」、「1D REAR
CT SP」、「1F FRONT EFCT SP」が「NONE」に、「1E LFE/BASS
OUT」が「MAIN」に設定されている場合は、そのスピーカーのレベルは調
節できません。

･ 6CH INPUT端子に接続しているソースの再生中は、独立してレベルの調
節が可能です。この場合、調節できるスピーカーはセンタースピーカー、
リアLスピーカー、リアRスピーカー、スーパーウ－ファーの4つとなり
ます。

･「TEST DOLBY SUR.」によるスピーカーレベル調節時に、センタース
ピーカー、リアLスピーカー、リアRスピーカーの各レベルを調節すると、
6CH INPUT端子に接続しているソース再生時の各スピーカーレベルにも
反映されます。

パラメ－タ－ガイド

アップグレードに伴い、パラメーターの項目が変更されました。
新たに追加された項目および主な変更点は下記のとおりです。

追加項目
センタ－ レベル

CT LEVEL（Center Level）
機能: 8ch Stereo音場でのセンターチャンネルの出力レベル

の調節
可変範囲: 0～100％

リア レフト レベル

RL LEVEL（Rear Left Level）
機能: 8ch Stereo音場でのリアLチャンネルの出力レベルの

調節
可変範囲: 0～100％

リア センタ－ レベル

RC LEVEL（Rear Center Level）
機能: 8ch Stereo音場でのリアセンターチャンネルの出力レ

ベルの調節
可変範囲: 0～100％

リア ライト レベル

RR LEVEL（Rear Right Level）
機能: 8ch Stereo音場でのリアRチャンネルの出力レベルの

調節
可変範囲: 0～100％

フロント レフト レベル

FL LEVEL（Front Left Level）
機能: 8ch Stereo音場でのフロントLチャンネルの出力レベ

ルの調節
可変範囲: 0～100％

CENTER 0dB

R SUR. 0dB

REAR CT 0dB

L SUR. 0dB

FRONT 0dB

SWFR 0dB

センタースピ－カ－

リアRスピ－カ－

リアセンタースピ－カ－

リアLスピ－カ－

フロントエフェクトスピーカー

スーパーウーファー
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フロント ライト レベル

FR LEVEL（Front Right Level）
機能: 8ch Stereo音場でのフロントRチャンネルの出力レベ

ルの調節
可変範囲: 0～100％

パノラマ

PANORAMA
機能: DOLBY PRO LOGIC IIのフロント音場の拡がり感を

調節（DOLBY PRO LOGIC IIデコーダーのMusicモー
ド再生時のみ有効）

可変範囲: ON/OFF
解説: メインL/Rの音声を左右に大きく回り込ませることで、

サラウンド音場につながるような拡がり感を得ることが
できます。

ディメンション

DIMENSION
機能: DOLBY PRO LOGIC IIのサラウンド音場のフロント

側とリア側のレベル差を調節（DOLBY PRO LOGIC II
デコーダーのMusicモード再生時のみ有効）

可変範囲: －3～STD～＋3
解説: 再生するソフトによって生じる、フロントとリアのレベ

ル差を調節して、好みのバランスにすることができます。
－にするとリア側、＋にするとフロント側が強くなりま
す。

センター ウィドゥス

CENTER WIDTH
機能: DOLBY PRO LOGIC IIのセンター音声の左右への拡

がりを調節（DOLBY PRO LOGIC IIデコーダーの
Musicモード再生時のみ有効）

可変範囲: 0～7
解説: センターからの音声を、好みに合わせて左右に振り分け

ることができます。0にするとセンターのみ、7にすると
L/Rチャンネルのみからセンター音声が出力されます。

センタ－ イメージ

C. IMAGE(Center Image)
機能: DTS Neo:6のフロント音場の拡がり感を調節（DTS

Neo:6デコ－ダ－のMusicモード再生時のみ有効）
可変範囲: 0～0.5
解説: 値を小さくするとフロント音場の拡がりが大きくなり、

値を大きくすると拡がりは狭く（センターの定位が強く）
なります。

主な変更点
S. INIT. DLYおよびS. DELAYは、AAC信号入力時も有効になり
ます。

用語集

Dolby Pro Logic II(ドルビープロロジックII)：
2 チャンネルで記録された音声を信号処理し、優れた分離感を保っ
たまま5.1チャンネル音声に変換します。映画用のMOVIEモード
と、音楽などのステレオソース用のMUSICモードが用意されてい
ます。従来の2 チャンネル音声（モノラル音声を除く）だけで記録さ
れた古い映画も、5.1 チャンネルの迫力ある音声で楽しめます。

Dolby Digital EX （ドルビーデジタルEX）：
今までの5.1チャンネル構成にリアセンターチャンネルを加えた
6.1チャンネル方式がドルビーデジタルEXです。リアセンター
チャンネルは5.1チャンネルのリアL/Rチャンネルにマトリクス方
式でエンコードされており、専用のマトリクスデコ－ダ－でリア
センターチャンネルがデコードされます。

AAC （アドバンスト オーディオ コーディング）：
MPEG-2 オーディオ規格の1 つで、BS デジタル放送で採用され
ています。モノラル音声から最大で7 チャンネル音声までを効率良
く圧縮して記録、伝送できます。本機はAAC デコーダーを搭載し
ているので、BS デジタルチューナーで受信した番組の5.1 チャン
ネル音声をデコード（復号）して再生できます。

DTS-ES （DTSエクステンデッドサラウンド）：
DTS 方式の上位互換方式で、リアセンターチャンネルが追加され
ています。各チャンネルの音声が完全に独立して記録されている
ディスクリート6.1方式と、リアセンターの音声がリアＬ、Ｒ チャ
ンネルへ埋め込まれて記録されている、マトリクス6.1 方式があり
ます。本機はいずれの方式にも対応しています。

DTS Neo:6 （DTSネオ・シックス）：
2 チャンネル信号のソースを、リアセンターを含めた6チャンネル
で再生できます。再生するソースに合わせて、音楽用のMUSIC
モードと、映画用のCINEMAモードが用意されています。すべての
チャンネルを全帯域で再生できるだけでなく、ディスクリート方
式で記録されたソースのようなチャンネルの分離感を体感できま
す。

DTS 96/24：
DTSデジタル出力フォーマットのひとつで、DVD-Videoで
96kHz/24bit/5.1chの音声を楽しむことができます。なお、下位
互換性があるため、従来のDTSデコーダーでは、48kHz/24bitで
デコードできます。プレーヤーも従来からあるDTSデジタル出力
対応プレーヤーを使用することができます。



ヤマハホットラインサービスネットワーク
ヤマハホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。

●保証期間
お買い上げ日より1年間です。

●保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは
保証書をご覧ください。

●保証期間が過ぎているとき
修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望により有料
にて修理いたします。

●修理料金の仕組み
◆ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備費、
一般管理費等が含まれています。

◆ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理に付帯す
る部材等を含む場合もあります。

◆ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で
す。別途、駐車料金をいただく場合があります。

●補修用性能部品の最低保有期間
補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年(テープデッ
キは6年)です。この期間は通商産業省の指導によるものです。補
修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品
です。

●持ち込み修理のお願い
故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマハ電気音響製品
サービス拠点へお持ちください。

●製品の状態は詳しく
サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ詳しくお
知らせください。また製品の品番、製造番号などもあわせてお知
らせください。
※ 品番、製造番号はAV製品の背面もしくは底面に表示してあり
ます。

●スピーカーの修理
スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振動系と電
気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりますの
で、エージングの差による音色の違いが出る場合があります。

●摩耗部品の交換について
本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下記参照)が
使用されています。摩耗部品の劣化の進行度合は使用環境や使用
時間等によって大きく異なります。
本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的に摩耗部
品を交換されることをお薦めします。
摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマハ電気音響製品
サービス拠点へご相談ください。

ヤマハ株式会社
〒430-8650　浜松市中沢町10-1

ヤマハオーディオ＆ビジュアルホームページ
　　http://www.yamaha.co.jp/audio/

■ヤマハAV製品の修理、サービスパーツに関するお問
合せは

（ヤマハ電気音響製品サービス拠点）

北海道 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1-1-50ヤマハセンター内
TEL (011) 512 - 6108

仙　台 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7 仙台卸商共同配送センター3F
TEL (022) 236 - 0249

首都圏 〒143-0006 東京都大田区平和島2丁目1番1号
京浜トラックターミナル内14号棟A-5F

TEL (03) 5762 - 2121

浜　松 〒435-0016 浜松市和田町200 ヤマハ（株）和田工場内
TEL (053) 465 - 6711

名古屋 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2
ヤマハ（株）名古屋流通センター3F

TEL (052) 652 - 2230

大　阪 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16
ヤマハ（株）千里丘センター内

TEL (06) 6877 - 5262

広　島 〒731-0113 広島市安佐南区西原6-14-14
TEL (082) 874 - 3787

四　国 〒760-0029 高松市丸亀町8-7
（株）ヤマハミュージック神戸 高松店内

TEL (087) 822 - 3045

九　州 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
TEL (092) 472 - 2134

★永年ご使用のAV製品の点検を！

こんな症状はありませんか？

● 電源コード・プラグが異常に熱い。
● コゲくさい臭いがする。
● 電源コードに深いキズか変形がある。
● 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。
● 電源を入れても正常に作動しない。
● その他の異常・故障がある。

愛情点検

すぐに使用を中止してください。

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜
き、必ず販売店に点検をご依頼ください。
なお、点検・修理に要する費用は販売店にご相
談ください。

Printed in Japan                   V842930

※ このページは、安全にご使用いただくためにAV製品全般について
記載しております。

■ヤマハAV製品の機能や取扱いに関するお問合せは

摩耗部品の一例
ボリュームコントロール、スイッチ・リレー類、接続端子、ランプ、
ベルト、ピンチローラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など

お客様ご相談センター
TEL　（0570）01－1808（ナビダイヤル）
全国どこからでも市内通話料金でご利用いただけます。

携帯電話、PHSからは下記番号におかけください。

　TEL　（053）460－3409

FAX　（053）460－2777
住所　〒430-8650
　　　静岡県浜松市中沢町10-1
ご相談受付時間　10:00～12:00，13:00～18:00
（土・日・祝日及び弊社が定めた日は休業とさせていただきま
すのであらかじめご了承ください。）
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